
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

シャルル

コート

サイケデリック

バロック

11

渇望

61

花園

13
83:花壇

18:切り傷

少年

お姉様

脱走！

11:花園

動く死体

あなたは花の世話をする。肥料を水を、虫を取り、きれいな花が咲くように。花が実を結ぶように。長い時間をかけた作業だったろうけれど。記憶の中ではすぐに流れる。あの花壇は今どうなっているだろう。

家事の途中、ほんの少しの刃物や針で指を傷つけた記憶。あなたは少しだけの血で泣いて、大騒ぎした。今のあなたは、そんなかすり傷なんて霞むほどに、バラバラになってしまうことさえあって…。

隣の男子部屋にいつもいじめられている少年がいた。 　能力の適性が高いことから、同室の子たちに妬まれているのだ。 　ただ、見て見ぬふりをすることしかできなかった。

女子部屋には、少女たちを取りまとめる一人の気丈な少女がいた。 　あなたは彼女に憧れ、彼女のようになりたいと思いながら 　非道な訓練の中でも耐えていた。

ある程度の訓練をクリアした子供がアンデッドにされてしまうということを知った。 　この先に希望はない。だからリーダーである「お姉様」のもとでみんな計画を立て脱走を実行した。

満開の花園。あなたは花の冠を作っていたのか、それとも歌いながら散歩でもしていたか。どこまでも広がる花の中でいた、その時間は間違いなく幸せで。今も時にはうわの空で、その記憶にひたってしまう。

脱走は失敗した。 　脱走の首謀者として「お姉様」…キリエが、 　あなた達脱走者の目の前でアンデッド化されていった。 　何日もかけて、自我あるアンデッドに作り変えられていく彼女を 　見せつけられたのだ。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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対象が次に使うアクションのコスト-1

対象のラピッド、ダメージ、ジャッジマニューバ1つの効果を打ち消す

支援1か妨害1

舞台上の姉妹全員、攻撃マニューバ1つをラピッドで使用可

防御1。1ターンに何度でも、完全解体でも使用可

移動1。移動させた対象の現在行動値-2。完全解体でも使用可

対象の未練1つを任意に選んで減らす。その後自身の発狂していない未練1つを選び狂気点を1点加える。完全解体でも使用可

変異3パーツ獲得

1

2

1

肉弾攻撃１

肉弾攻撃１

移動１

ターン終了かこのパーツが損傷するまで、舞台上のホラー・レギオンはこのキャラ以外への攻撃判定-1

支援１

戦闘終了時に破壊されていなければ自分以外の姉妹の損傷している基本パーツ3つ修復

ターン終了か攻撃マニューバを宣言するまで、敵ホラー・レギオンのマニューバ対象にならない

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

1

2。装備部位へダメージを受ける際基本パーツ+1損傷

移動１

移動１

妨害１

小鳥のアンデッド
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